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・ 患者相談室と各部門が連携して、患者さん及びご家族様の支援にあたっています。
・ 各部門に患者サポート担当者を配置しています。
・

・ 患者さんからの相談に関する対応・報告体制をマニュアル化し、職員に遵守させています。
・ 患者さんからの相談内容を報告書として取りまとめ、相談件数や相談内容等の実績を記録しています。
・ 定期的に患者支援体制に関する取り組みの見直しを行っています。

・ 医師等が診療を実施する診察室等において、オンライン資格確認により取得した診療情報を活用して診療を実施しております。
・ 医療DXを通じて質の高い医療を提供できるように、マイナ保険証の利用促進に取り組んでおります。
・

連携する保険医療機関と、感染防止対策に関する取り組みを検討する合同カンファレンスを定期的に開催しています。また、連携す
る保険医療機関から感染対策に関する相談を適宜受け付けています。
院内感染対策に係るサーベイランス事業に参加しています。

入院・退院時の支援について

施設基準が定める掲示事項

屋内全面禁煙について

当院では、望まない受動喫煙の防止を図るために、病院敷地内での喫煙を禁止しております。

当院では、疾病に関する医学的な質問や生活上及び入院上の不安等、様々な質問・相談をお伺いする窓口を設置しています。お気づきの
点やお困りのことがございましたら、１階患者支援センター(S１)内「医療相談窓口」までお申し出ください。また、支援体制として以
下の取り組みを実施しています。

病棟における薬剤の管理等について

緩和ケアチームによる診療について

患者サポート体制について

当院では、がん患者さんとそのご家族がより良い生活を送れるようにするために、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、医療ソーシャル
ワーカーなどで構成するチームが、痛みやその他の様々な症状の緩和や、心のつらさなどを和らげるための支援を実施しています。

栄養サポートチームによる診療について

当院では、栄養状態に問題のある患者さんや栄養障害になる可能性のある患者さんに対して、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士などで
構成するチームが主治医と連携して、栄養管理のサポートを実施しています。

医療安全に関する相談について

当院では、医療安全に関する患者さん及びご家族様からの質問・相談や、支援の申し出をお伺いする窓口を設置しています。お気づきや
お困りのことがございましたら、１階患者支援センター(S１)内「医療相談窓口」までお申し出ください。

院内感染防止対策について

当院では、感染防止対策を病院全体として取り組み、院内感染発生の予防と発生時の速やかな対応を実施しています。具体的な対応内容
は以下の通りです。

専任の院内感染管理者を配置し、感染防止に係る部門として「感染制御部」を設置しています。
医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師で構成する感染制御チームが、感染防止の日常業務を行っています。また、週1回程度、院内
の巡回を行っています。

当院では、入院時及び退院時における患者さんの支援や、地域の医療機関と連携した業務を実施することを目的として、各病棟に専任の
スタッフを配置しています。

連携充実加算について

病棟における医薬品の投薬や注射状況の把握、入院時の持参薬の確認等を目的として、各病棟に専任の薬剤師を配置しています。

各部門の患者支援体制に係る担当者が参加するカンファレンスを週1回開催し、患者支援に係る取り組みの検討及び評価等を実施し
ています。

後発医薬品の使用について

医療情報取得について

当院は、オンライン資格確認を行う体制を有しており、患者様の診療情報(受診歴、薬剤情報、特定健診情報、その他必要な診療情報)を
取得・活用することで質の高い医療の提供に努めております。

医療ＤＸ推進について

当院では、医療DXを推進し質の高い医療を提供できるように以下のように体制整備を行っております。

電子処方箋の発行及び電子カルテ情報共有サービスなどの医療DXにかかる取り組みを今後導入する為に準備を進めております。

院内トリアージの実施について

当院の救急外来は、患者さんの緊急度を判断し、治療の優先順位の調整など、厚生労働大臣が定める「院内トリアージ」を行う医療機関
として届出を行っております。救急室に受診される患者さんにおかれましたは、事前に問診を受けるシステムを整備しており、緊急性の
高い患者さんを優先的に診察しますので、必ずしも順番が受付どおりではありませんので予めご了承ください。

なお、午後六時から午前八時までの間、ならびに休日に救急外来を受診される初診患者おかれましては、院内トリアージ実施料が発生し
ますので予めご了承ください。また、お会計に関することでご不明な点がございましたら計算受付へお問い合わせください。

一般名処方について

がん性疼痛緩和指導料について

外来腫瘍化学療法診療料1について

ハイリスク分娩等管理加算について

「外来縮小体制」
・当院は紹介重点医療機関です。
・地域の他の医療機関との連携強化と逆紹介を推進しています。
・選定療養費の徴収により、医療機能分化を図り、かかりつけ医制度の更なる促進に取り組んでいます。
「24時間の救急医療提供」
・当院は救命救急センターを設置しております。
・当院の救急診療は、24時間体制で対応しております。対応に関しては、重症患者さん（救急車搬送の患者さん、他病院からの依頼患者
さ
　んなど）が優先されます。
「入院患者の病状の急変の兆候を捉えて対応する体制」
・入院患者の急変徴候を早期に捉え、多職種チームで速やかに対応する仕組みとして、院内迅速対応システムであるRRS（RRS：Rapid
　Response System）を導入しております。
「外来化学療法の実施を推進する体制」
・安全な外来化学療法の推進を行うことを目的に副作用の発現や緊急時の相談対応について、24時間対応できる体制を整備しておりま

当院では、ハイリスク分娩管理加算の届出を行っております。
施設基準に係る掲示事項については施設基準一覧をご覧ください。

当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用に積極に取り組んでいます。
また、医薬品供給状況により、処方や投与薬剤を変更する場合があります。医薬品が不足した場合には、適切な対応を行う体制を整えて
おります。ご不明な点がございましたら、主治医又は薬剤師まで　お申し出ください。

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みとして特定の医薬品名を指定するのではなく、薬
剤の成分をもとにした一般名処方(※一般的な名称により処方箋を発行すること)を実施しております。
一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者様に必要な医薬品が提供しやすくなります。

急性期充実体制加算について

当院では、がん性疼痛の症状緩和を目的とした放射線治療及び神経ブロックをがん患者に提供できる体制を整備しています。

当院では、専任の医師、看護師又は薬剤師が院内に常時1名以上配置され、患者さんから電話等による緊急の相談等に24時間対応できる
連絡体制が整備されています。
急変時等の緊急時に当該患者が入院できる体制が確保されています。
実施される化学療法のレジメン(治療内容)の妥当性を評価し、承認する委員会を開催しています。

当院では、実施される化学療法のレジメンをホームページで閲覧できる体制を整えております。
他の保健医療機関や保険薬局からのレジメンに関する照会や患者の状況に関する相談及び情報提供等に応じる体制を整備しております。
詳細はがん診療センタへのホームページをご覧ください。


